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ダンス と体操-ダ ンスと体操の接点を探 る

田川 典子 ・板垣 了平
金井芙三枝 ・加茂 佳子
片岡 康子(司 会)

片岡: 今日は東京女子体育大学の新設なった素晴

らしい体育館 を会場にいた しまして舞踊学会を開

催することができましたこと、大変うれ しく存 じ

ます。また先程は、東京女子体育大学の体操 とダ

ンスの歴史、伊沢エイ先生が考えられた女子のた

めの体操 ・ダンスから今日の新体操 ・創作 ダンス

までの流れをレクチャー ・デモンス トレーション

を通 して具体的に拝見 したばか りです。東京女子

体育大学の歴史は日本の女子の体操の歴史と重な

り、先人が考え歩んできた道を、今一度共に辿 っ

た思いがいたしました。

さて、今回のテーマ 「ダンスと体操の接点 を探

る」を設定した主旨は、今 日、ダンスと体操は各々

の領域を越えてクロス している部分がある、すな

わち体操が大変豊かに発展 してきている現状 を知

ること、そしてわれわれの 「体操」に対する誤解

を解き、新たな理解 を持つということ、またこの

シンポジウムを契機に今後、体操 とダンスの交流

がなされることを願って、ということでした。

それでは早速、お一人お一人にそれぞれの立場

からダンスと体操の接点に切 り込んでいただきた

いと思います。その後シンポジス トの皆様のクロ

ス トーキング、最後に質疑応答 という流れで進行

させて頂 きます。

田川: 大 まかな言い方ですが、ダンス と体操、そ

のどちらにしても身体を動かすコッみたいなもの

を習得 し、その習得後に体操をする、ダンスをす

る、という考えが長年の本学の伝統で もございま

した。体操にしてもダンスにしても、わたしたち

は動 きを見ようとしますので、そういう時にやは

り動 きに対 しての注目が とても強いわけです。 し

たがってダンスと体操に接点があるとすれば 「動

き」のところです。体操の領域での最高の表現力

とは、同じ表現という言葉を使いますけれど、あ

くまで動きの持っている表現ですか、ダンスの表

現 というのは 「何かを表わす」、その何か、とい

うワンクッションがある。そこに違いがあって、

身体活動を通して表出してい くという過程は両方

共に同 じだと思います。ダンスと体操が共に持っ

ている、身体運動 を通 して表出する、という宿命

の中に、ダンスと体操がいろいろにかみ合 う接点

があるのではないかと思います。

片岡:板 垣先生は、競技の体操ではない体操の領

域 を切 り開いてこられました。そのいわゆる基本

的な領域の体操を中心にいたしまして、われわれ

が今、体操 ということをどのような形で把握 して

いったら良いのか、教えて頂きたい と思います。

板垣: 体操はいろいろに言い表わすことができま

す。昔、号令をかけて行なっていた体操から今 日

のダンスやジャズダンスの技術を取 り入れた体操

まで、だんだん発展 してまい りました。今日のシ

ンポジウムのテーマ「ダンスと体操の接点を探る」

は、体操界の人々に非常に大きな課題でございま

した。体操の目的は、創始者やいろいろな方々の

努力があり、目的は昔とほぼ変わ りませんけれど

も、方法的に、内容的に、何かが進歩してまいり

ました。体操って言いますと、実際何か分かって

いるようで、そうではないような感 じがあ ります

ので、意外と皆がそれぞれに違った考えを持って

いるような気がいたします。そこで、い くつかの

考えを挙げてみまして、共通したものを集約 して

みたいと思います。

例えば、わた したちは、新体操、器械体操など、

いわゆる体操という名前が付 くと、これは全部体

操だ と理解する。 しか し今では、わた したちは

「体操」というものを体操競技、新体操競技 とは

別物と考えてお ります。体操を広義に使ったり、

狭義に使 った りします。時には頭の体操なんて言

うこともあ りますし、またラジオ体操 も体操です。

しかし体操 をいわゆる身体訓練、 トレーニングと

して考える考え方とボーデの考え方 とは根本的に

違っています。ボーテはやはり、体操は 「表出」

というものが主体であり、運動の中に表出がない、

心が こもらない他律的なものは トレーニングで

あって体操ではない、とはっきり言っております。

また日本では今、体操、スポーツ、ダンスの3本

柱 を立てまして、体操では体力づ くり、スポーツ

では技能を練習 して、ダンスでは表現、というふ

うに解釈するのですが、体操にも技能はあります

し、表現 もあります。 ヨーロッパ、特に北欧では

ギムナスティーク、わたしたちがいわゆる体操 と

訳 しているものは体育全体を指す というような考

え方 もあります。 しか しわたくしは、体操競技 と

新体操競技、それを抜いた残 りのもの、悪 く言っ

たら津みたいな感 じのもの、それを総称 して 「体
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操」 と呼んでいるのが普通になっていると思いま

す。ですから体操の中身は指導者 によっていろい

ろな特色を持ってお ります。世界各国含めて、体

操の内容について共通理解することは非常 に大き

なテーマであ ります。体操の内容は、体つ くり

(身体形成)と 動きつ くり(運 動を身体の中に学

習すること)、この二つの柱で成 り立っています。

「体つ くり」ということは基礎体力つ くりと殆 ど

同じなのですが、「動 きつ くり」の 「つ くる」 と

いうことが創作 と間違えられて、いろいろな運動

を自分たちで考えた り、組み立てたりする構成 と

いうようなものを動 きつ くりという方 もお ります

が、実際には自分で学習する、身体で覚える、動

きを開発する、これらを動 きつ くりと呼びます。

ここで少し脱線いたしますが、ヨーロッパでは

身体形成というもの、姿勢 というものを重要視 し

ているのですが、 日本の指導要領の中では体育教

育の中から姿勢教育 というものがな くなってまい

りました。指導要領を見ても姿勢 という用語はな

いのです。その結果背骨 ぐにゃ～という子 どもが

できました。ひとつ前の指導要領ではあ りました。

その前の指導要領では体操の中にありました。

約50年 前に ドイツでは体操が混在 してお りまし

たので、ヒ トラーが命 じまして ドイツの体操の基

本形をつ くらせ、体操協会の指針をつ くりました。

それは3つ に分かれてお り、健康、構成 、技能の

向上、この3つ の柱が1978年 には体操の主な内容

として挙げられてお ります。一つめの 「健康」は

保健体操、治療体操、二つめの 「構成」は運動の
一連の動きを構成する、リズミカルに動 く、これ

はリズム体操につなが り、このリズム体操が将来

はダンスにつながると解釈 してお ります。3つ め

の 「技能」は トレーニング体操 というような技能

トレーニング、これがスポーッにつながる。これ

は新体操競技 というものにもつながってい く。 リ

ズム体操の内容は基本形態、運動のバリエーショ

ン、運動の組合せ、運動の即興、運動の創作、と

いうような形でとらえられています。こうな りま

すと即興とか、創作 というのはダンスの専売では

な く体操 という領域でもやらなくてはいけないと

いう風に思いました。体操 とダンスの接点 という

ものにつきましても、今までは異なった領域 とし

て理解 してお りましたが、体操とダンスとの間に

は非常に接点が多い。お互いの長所を吸収 し合っ

た動 きとして発展させたものが、指導上また政府

の立場からも教育的効果を生むというように再認

識されました。そこで今 まで体操 とダンスとを分

けて考えて、それぞれの内容が明記されていたの

ですが、1980年 になりますと体操 とダンスを斜線

で引っ張りまして一つの領域 「体操/ダ ンス」 と

してまとめられていくようになりました。なぜ体

操 とダンスが同じ領域で捉えられていったのか、

ということについては解説がございますので、こ

れをちょっと読んでみたいと思います。

「指導要領においては体操 とダンスは一つの領

域として統合される。この領域は、非常 に複雑で

多面的であ り、次の二つの面から見て、スポーツ

種 目とは異なった領域として区別される。その一

つはルールにあまり縛られないことであり、ここ

に存在価値がある。二つめはスポーッは競技が重

要であるが、体操 とダンスには競技とか、勝敗 と

いった、他者 との比較 というものはない。」

体操やダンスの領域は運動 の体験であ り、ス

ポーツにおける技能の比較 とは異なり、体験と習

熟が大事なのであって、ただ勝 った負けたではな

い ということになります。中でも外界と自分の身

体 との関連を通 した知覚的な経験、社会的な経験

を身体つ くり・動 きつ くりなど、いろいろな方法

で開発 し、発展させようとする。 このことから体

操 とダンスの重要な特徴が挙げれるので、この両

者を一つの領域 としてまとめる、というような形

で、 ドイツでは単元を1か ら5ま で分け、それぞ

れについて3つ の内容が出てお ります。第一は「熟

練性」、いろんな運動を上手にできる。その核に

なる課題 として即興の課題 と作品の創作が挙げら

れております。例えば即興というのはダンスの中

でよく言われますが、これは学習に方向性を与え

る。ただ、その場の思いつきだけではなく、反復、

練習 して定着させることが即興であ ります。作品

の創作、作品の課題。 これは即興の課題 に出た動

きの中か らい くつかの動 きを選んで一つにしてま

とめることである。音楽 と結びつけた り、ジャズ

技術を取 り入れたりして、 というような形で、課

題が二つでてお ります。それから第二は、コンデ

ィションに気をつけた り、腕や肩の力をつけた り、

脚力をつけた りするいわゆる 「体力つ くり」 とい

うもの。第三は「組織化」。西 ドイツをはじめヨー
ロッパでは体操 とダンスというものが元々両方 と

も密接なつなが りを持 ってお りまして、目標や特

性 というものは別々でも、実際には区別されずに

行なわれてお りました。このような統合 というの

は、突然に起こったとは考えられてはいないので

す。いろいろなことを話してきましたが、自分は、

お前はどう思 うかと聞かれますと、一一言で言いま

す と、体操はよく動けるからだをつ くるというこ

とで、考えてお ります。

片岡: どうもあ りがとうございました。今の新 し
い ドイツでの体操とダンスとの統合領域がつ くら

れているというあたり、まさに両方の接点 という

領域が開花 していることが分か りました。板垣先

生が捉えていらっしゃる体操の中で、今、身体つ

くりが体操であるという風におっしゃいましたけ

れども、その身体つくりを構成する動きの要素を
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どの ように考 えてい らっ しゃるか、その辺は リズ

ム とか何かあ るので しょうか。

板垣: 今 、身体つ くりの内容 について言われ ま し

たが、身体つ くりと言い ます と、はずむ とか、そ

うい うもの は含 まれ ないのです。身体つ くりは ど

ち らか とい うと、生理学的 な面か ら、解剖 学的な

面か ら、運動がで きてい る。基礎体 力の養成だ と

か筋 力、持久力 だ とか瞬発力 とか。あるいは調 整

力、それ を体力つ くりとか、身体 つ くりの中では

とらえてお ります。先生が今おっ しゃい ました弾

む とか、そ うい うもの は動 きつ くりの領域 の中に

入ってお りま して、先程 ち ょっと申 し上 げ ました。

50年 前 の ドイツの体操の イメージがあ りますが、

それは今 、ギムナステ ィー ク、その中に5つ ある

のですが、その 中の一番 目に基本運動が あ ります。

その中 には、 はずむ、振 る、歩 く、走 る、跳 ぶ、

の5つ が体操 の基本形 と して挙げ られてお ります 。

ボーデの押 す とか、引 くとか、突 くとか、こ うい

うものははずむ とか、振 りとか、そ うい うものの

中か ら抽 出で きるような考え方にあ ります。 ボー

デは中で も特 にはずみ と振 りが中心 であ り、振 り

ははず みか ら発展 して、 「はずみ」 が本 当に基本

だ とボーデは申 してお ります。

片 岡:分 か りました。 またお話 を伺い たい と思 い

ます。 では金井先生 、 ダンスの立場か らお願 いい

た します。

金井: ダ ンス の方か ら体操 を見た時 に、とい うテー

マが与 え られ ました。私 はモダ ンダンスの創作 を

やってお ります。それか ら教育 もや ってお ります。

私 はあま り体操 の方面 の ことは知 らなか ったので

す けれ ども、つ いこの間、ミュージ ックスポーツ・

コ ンペ テ ィシ ョンの審査員 を頼 まれ ま して、モニ

カ ・ベ ックマ ン、スウェーデ ンの ジャズギムナス

テ ィークを始 めた方 ですが、 その方 も一緒だ った

ので 、いろいろお話 をお聞 きしたのですが、彼女

はや は り、 ボーデの表現体操 と同 じことを言 うん

です ね。心 と身体が一緒 になっていな くちゃいけ

ない、 って。 身体 だけが動い ていてはいけ な くっ

て、音楽 をす ご く大事 に してお りま して、その音

楽 に触発 され て、音楽 の感 じを動 く。動 く時 には

心 も一緒 に参加す る というこ とを言っているんで

すね。 ち ょっ と踊 りの表現 とは違 うんですけれ ど

も、似 たところ もある とい う感 じで捉 え ました。

なんで ジャズをす るんですか と聞いた ら、彼 女は

アフリカの ダンスはダンスの根源であ り、人間の

叫 び とい う ような もので すの で、根源 に戻 って

や ってみ たか った、とい うことなんですね。ミュー

ジ ックスポ ーツ ・コンペ ティシ ョンの中の規 則の

中に3曲 音楽 を変 えてや らな くてはいけない とい

うのがあ ります。先程 の レクチュア ・デモ ンス ト

レー シ ョンで新体操 を見 てい ました ら、突然 、音

楽がぱ っと変わる ところが あって、舞踊 ではあ ま

り考え られないか ら質問 しま した。 そ した らい ろ

んな種類 の表現 ってい うか、例 えばす 一っ とした

静 かな音 楽の 時 には静か な表現 にな りきって、

ぱ っとなる と明る く踊 る とか、音楽 に触発 され て、

いろんな表現 をやって もらい たいか らだ、 とい う

ふ う に言 って、そ れ は 当 然 の こ とだ って お っ

しゃったんです。踊 りの初期の頃は(音 楽に)振

り付けという言葉が残っています。音楽に振 り付

けて、今でもそんな風に振 り付ける人がいますけ

れども、何か音楽の視覚化 というのが ダンスで

あったんで、これはまた、ダンスの昔を思い出 し

ました。それからもう一つ、今日、東京女子体育

大学の新体操、ダンスを拝見 してジャギーなんて
いう新 しいことを言っているけれども、ダンスギ

ムナスティークは昔からあって体操ダンスという

のですかね、音楽がただジャズに変わっただけだ

というもの じゃないかな、という感じもしました。

こういう根源的な動きの元からわ一っとカー杯大

きく踊るという点では、モダンダンスも身体の中

心から力強 く踊ってはいるのですけれども。ただ

何か物語性を持ってきた り、文学性を持ってきた

り、哲学性を持ってきた りすると、見てる人から、

頭が痛 くなる、分からない、暗い、とか言われて

しまうんで、あんまり難しいこと言わないで、本

当にダンスの根源に帰って踊るっていうことは、

非常に大事なことなんじゃないのかなって、私は

勉強させてもらいました。

今、例えば、電気洗濯機 なんかでも、洗えれば
いいという時代から、洗濯機のデザインを考えた

り、美 しい洗濯機を作ろうという時代になってき

ましたね。ですから洗 うという本来の目的以上に、

美とか芸術的なことを考える余裕ができた。従っ

て体操競技の方も、衣裳を考えたり、音楽 も統一

性とか、調和 とかいうことを考えたり、美 しく演

技するというようなことを考える時代になって、

そうなると、もうダンスと体操の垣根はとっばら

われた、と思 うしかないなと思いました。これが
一つ。それからもう一つ。さっき体操の方 とお話

をしていて、体づ くりということにお話がなりま

して、良い身体、良い動 きとは何かとか、良い体

づ くりは-体 何をすれば、どうなれば良い身体な

のかっていうことは、モダンダンスも体操 も全部

同じだと思 うんです。で、私なんかはやっぱり江

口隆哉に習いましたから、ボーデの考え方で板垣

先生 と同じだと思ってお話 ししたんですね。身体

の中心 というものが大事だと。中心部から身体が

動 くんだということを私はもう、本当に思ってい

て、生徒 にもそれを言ってます。「てこの原理」

と同じで背骨 とお腹の骨盤の中とかそういうもの
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から、身体が動いていかないと良い動 きができな

いと。で、さっきのお話の中で、解緊運動が上手

くなると、もうそれで上達 したとおっしゃいまし

たけれども、解緊運動が本当に、できるためには、

やっぱり中心にちゃんと力がなければいけない。

中心部に力が入っていな くちゃいけないんですね。

中心部に力があるから解緊 していろいろ動かせる

ようになるんで、うまくなるっていうことは、やっ

ぱり中心部に力が入るっていうこと、そして末梢

部は力が抜けるっていうことになるんじゃないか

なって思います。私、最近カイロプラクティックっ

ていうのに興味 を持ってい まして、治療 して も

らったりしているんですけれども、あれは、アメ

リカのお医者さんが、自分の雇っている黒人が耳

鳴 りがひどかった、それを治 してやるために、首

の骨をちょっと調整 してやったら、ぱっと嘘のよ

うに耳鳴 りが治った。そ ういうことで、背骨を調

整 して歪みを治 した り、ちょっと曲がっているの

を治 した りすると、非常に身体の中心から末梢に

力が行 く、という理論なんですね。私なんかもカ

イロに行っていると末梢に力が入るのが分かるん

です。今ベルカントの声楽 も習い始めたばか りな

んですが、それも同 じですね。つまり喉に絶対力

を入れさせないんですね。お腹に力を入れて、そ

れが声帯を通るっていう感 じで、全 く私が思って

いる身体の中心っていう考え方と同 じですね。例

えば狼がウオーって吠えますよね。ウオーって吠

えるのはちゃんと声楽のベルカントやっているん

じゃないか というふうに思うんですね。身体の中

心から動 きを動いて表出すると、真実が見えると

私は思います。生徒の動 きを見ていて、こう、指

先 とか、首 とか、肩 とかにおしゃれをした動 きっ

ていうのには、あまり真実が見えな くって。声楽

のベルカン トもそうですが、踊 りなんか本当に身

体の中心か ら動かないと真実は語れないなあって、

生徒に言っているんですね。で、モダンの場合は

バ レエみたいに型にはまらないで、本当に自然体

になって、何で も動ける身体っていうのをつくら

ない といけないんです。つ まり遠 くから見てね、

ああ、あの人バレエの人だなっていうのが分かる

ような身体 じゃいけないんですね。普通の人の よ

うな、それでいて しゃんときれいな身体をしてい

て、動けば有能だというのが大事 じゃないかなっ

て思うんです。モダンはいろんな表現をしますか

らね。そういう意味で、ちょっと前に 「動 きの教

育」(Lulu E. Sweigard 著 村井孝子他訳 杏林書

院)っ ていう本を読んで、すごく感 心して、この

中に関係の方がいらっしゃるか も知れませんけれ

ども、あれはとっても良い本で、本当に体操とか

ダンスとかいう、そういう領域を別にして、本当

に動きを、どういう風な動 きであれば良い動きな

のか、身体の中心に力がこもるのか、ということ

を書いている、いい本だなあ、と思いました。

片岡: どうもあ りあが とうございました。実践的

な面からお話 しを頂 きました。舞踊の実践家の立

場で、今、体づ くりに触れられたのですが、表現

ということではやは り、先生から見て、これは体

操だな、これはダンスだな、という見分け方はご

ざいますか。

金井:い や、私は見分けたくないですね。垣根取

り払ってクロスオーバーの時代だっていうふうに

思うだけで、今 日、発見 したのも、体操 と言えば

体操、ダンスって言えばダンスと言えますが、私

はダンスと見ていました。

片岡: どうもあ りがとうございました。それでは

先程 ご指導の素晴らしい新体操を見せて頂 きまし

た、国際的にご活躍の加茂佳子先生、よろしくお

願いいたします。

加茂: 私は藤村女子中学の前 までは、今日いらし

ています美咲安里先生の所で小学校2年 から創作

舞踊を約5年 、藤村中学校、高等学校、東京女子

体育大学ではいわゆる伊沢 ダンスと、伊沢の体操

で10年 間基本をたたき込 まれまして、大学 に入っ

てから新体操 らしき競技の方に多 くの時間をかけ

るようになってきました。そこまでは既成作品だ

けで、自分たちはこれが体操だと思いなが ら、た

だやっていたような気がいたします。大学に勤務

して21年 目、新体操を中心とした教員 としてまだ

16年です。新体操 という言葉になってから18年 目

なんですけれども、日本では新体操がオリンピッ

ク種 目になった2～3年 前から非常に報道が豊か

にな り、新体操が理解されていったように思いま

す。1番最初に世界選手権に出場 した時が1969年 。

ブルガリアに行 く時、何 しに行 くの、と聞かれて、

「新体操 をしに行 く」と言っても、新体操なんて

税関の人たちも知 りませんで した。新体操を説明

するのに1時 間以上かけた覚えがございます。今

日の伴奏の菊本先生も10年以上一緒 に世界をめぐ

りなが らここまで来た訳ですけれども、今は新体

操って言 うと、ああ、とすぐうなずき、山崎浩子、

秋山エ リカ、大塚裕子がいるのね、とす ぐ分かっ

て頂けます。やは りここまでダンスと新体操 と並

べて頂 くには歴史の浅いスポーツであ りますので、

ここにダンスと体操の接点 ということでお話 しさ

せて頂 くのは本当に光栄だと思います。私はダン

スはダンス、新体操は新体操 という風 にはっきり

分けています。昔はダンスをやっていたから、そ

の時はダンスが好 きだったということで、今は新

体操が私のような気が します。私の恩師が新体操

の基盤を決めておいて下 さったから堂々とその上
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に乗 って間違いないと、日本の新体操をただ受け

継いでやっているだけです。新体操の基盤は、や

はり動きの深さを追求することと思っています。

新体操は競技ですから、まずスポーツの名称です。

スポーツの名称になる前には団体徒手体操 とか、

徒手体操とかいう形で、最後にお見せ しました団

体の部だけが 日本でも競技会で行なわれていまし

た。現在の新体操競技は団体 と個人がありますが、

ダンスに近いのはどちらかというと個人の方です。

集団になって きます と、体操が大部分でダンスの

基本的なものが少 しになります。新体操のルール

の中に、「独創性」 という言葉があ り、独創性 を

構成要素の中に入れなければならないのです。ま

たその他 に、個人です と1分 から1分 半の演技内

容、団体です と2分 から2分 半の演技内容の中に

入れなければいけないのが 「難度」なんですね。
一番高い位置を占めるのが難 しい技で、難度を必

ず入れなければならないルールがあるのです。こ

ういうふうにして きます と、ダンスと体操という

のは、はっきり競技の面で違って くるのではない

かと思います。いかにして難 しい技を沢山や り、

それを正確 に演技するかという所に、わたしたち

は今、命を懸けています。団体ですと、誰もが分

かるところが手具の交換です。6人 が一度に交換

してみたり、ずれて交換 してみた り、移動 しなが

ら、ジャンプ しながら、本当に高度な身体の技術

を伴いながら交換 をするというのが、やはり難度

として高 く評価 されます。ですから体つくりと技

術が一体になって、それが深 くとか、大 きくとか、

広 くとか、なって くると、高得点に結びつくとい

うことになるわけですね。先程、個人で大塚 と秋

山と伊奈 と3人 が演技 をしましたが、1番最初の

伊奈選手は柔軟性が主体だとは言いましたが、ま

だ仕上がっていない状態の柔軟性です。大塚選手

になります と、難度の部分が跳躍に変わってきま

して、跳躍の中で縄をいかに操作するか、つまり

動きと手具の操作が一致 した難i度です。最後の秋
9山は
、完全に、洗練され、静的にも、動的にも、

最終的には美 しさに変わってきている。美 しさが

秋山でなければで きないという独創性と構成内容

の中の持つ難度を十分に表現できる身体の条件が

整っているわけですね。秋山の場合は選手になっ

てから12年 目位 になるのですが、クラシックバレ
エを9年 、基本の中でやってきているのです。で、

大塚の場合は全然クラシックをやってませんね。

もちろん伊奈 もやっていませんけれども、体づ く

りの中に、バ レエが新体操の場合は位置を高 く占

めているという選手が日本でも今、一番多いです。

それから、世界の場合でも、今、ブルガリアとソ

連は1、2位 を争っている訳ですけれど、ソ連の基

本は完全なるクラシックバ レエ、ブルガリアの基

本はクラシックの中でも特に回転ター・ンと、バラ

ンスです。その2つ を専門に指導するコーチがい

るわけです。そのようにして勝つための難度の裏

付けにクラシックバレエが今はあるようです。 日

本はわれわれがコーチ しているわけですから、ク

ラシックとしては専門家ではあ りませんので、回

転のところは見様見真似でやってきました。秋山

がいたからたまたま良い成績になっているわけな

んです。そこを専門に教えるのが大学ではなく、

小学校の低学年から基本づ くりをしっかりとして、

小学校にあがった時点からは、基本をある程度、

姿勢も形もできあがっている者が手具を持ち、音

楽に合わせて、この12メ ー トル四方の中を動ける

ように、小学校の時にだいたい競技性 というもの

を身につけておいて、中学になって試合を、競技

をする。で、高校に入った頃には世界に出ていか

なければ世界の新体操界からどんどん遅れて しま

います。それがうちは今、大学生が 日本の代表と

な り世界に出ていきます。秋山エ リカも、もちろ

ん大学を卒業 してからトップの座を得たわけで、

非常に日本の場合は遅れています。そういう面で

私はダンスの、基盤 とかなんとかっていうよりも、

新体操をやる中に、表現 と独創性を出すためには、

表情 というものが非常に豊かな方がいいと思いま

す。それが故意ではなくね。新体操のルールの中

ではダンス的表現 というのは、減点になるわけで

すけれども、その書き方としては、民族舞踊、あ

るいはモダンダンス、ジャズダンス、クラシック

バ レエから借用 した一連の要素に対 しては減点 し

なければならない、ということです。そういう-一

連の、というところが問題なんで、一つだったら
一連 じゃないですから、ターンをくる くるっと2

回まわっている内にボールを動かすとか、リボン

を動かすとかいうことは、高級なこととして高 く

評価されます。演技の中に回転ばかりが入ってき

ますと、クラシックのターンだけに頼 り過 ぎてい

るということで構成 で減点 されてくるわけです。

新体操は技術 を評価するスポーツですから、で き

るだけ体づくりをしっかりするということが第一

の基盤ですね。柔軟性 と、跳躍力 と、回転 と、

キープカ と、もうすべてです。そのようなことを

できる身体が手具 を使 う。手具は、縄、ボール、

輪、棍棒、リボン、の5つ があり音楽に合わせる。

この音楽に合わせるところは、ダンスと似てます

ね。身体 と音楽の真ん中に手具があるのがちょっ

と違いますね。それか ら、最後が表現 とか独創性。

それが1点 を持っている。独創性はその人 しかで

きない技、その人 しかできない形、その人 しかで

きない表現です。ですから秋山の独創性と大塚の

独創性ははっきり違っていたと思います。ただそ

の前の伊奈を見ると、まだどれが独創性か分から

ない。私は新体操 もダンスも好 きでやっていまし

たけれども、いろんなことが自分がやっているこ
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とにプラスになると思います。その辺が今のダン

スをやる人も、何かをやる人も、あまりにもそれ

しか知 らなすぎるので、見てる人がつまらない と

いうことですね。本当に年をとればとるほど何か

豊かになるっていうのも、女 も40を過ぎたら美 し

くなるっていうように、いろいろ知った後に、本

当に自分の良さが分かるようになるのではないか

なと思います。

片岡: 体づ くり、動 きづ くりの基本が大事だって

いうこと、そして新体操競技の独創的な表現性の

所に最後の1点 がかかっているということ、なの

ですね。

加茂: そうですね、一流の9点 、10点 という選手

たちの独創性の中の表現が非常にドラマ化 してい

ると申しますか、劇的であるわけですね。劇的と

言っても、醜い方ではなくて、美しさと、それか

ら自分をいかにして、よく見せるかっていうよう

な方の表現であるし、 ぐっと眉にしわを寄せるよ

うな表現は新体操 にはないのです。

片岡: どうもあ りがとうございました。先生方に

それぞれの立場からお話し頂 きました。ダンスと

体操の接点 という部分には 「動 き」 というものが

ある、ということなどいろいろ出てきました。1時

間を越 しましたので、参加者の皆様にも話の中に

加わって頂 きながら、次のクロス トーキングを始

めたいと思います。板垣先生、1番最初でしたので

何かお話になりたいことはございませんか。

板垣: あのシンポジウムと申しますのはね、勝手

にしゃべってそれでお しまいにするのではなくて、

お互いに違う立場か ら意見を交換 し合って討論 し、

それを聞いている人たちが、あの先生ああいう意

見を持っていて面白いなというのが本来の形だと

思うんです。体操の動きについての補足をしなが

ら今抱えている問題点を出 して見ます。

旧スウェーデン式体操の動 きが 「中心固定の原

則」に従って、中心部が動 くと全体がぐにゃぐにゃ

するから、目的とする部位 に効果的運動が出来な

いので、からだの中心部は動かしてはいけないと

いう理論のもとに進められてきたのに対 して、R.

ボーデはからだの大筋群から動 きを起 こし、これ

が身体各部の動 きに伝わって有機的に関連 して一

つの生 きた動 きになるという新 しい体操の理論構

成を発表 しました。このボーデの理論を 「モデル

ネギムナステ ィーク(新 しい体操 ・新体操)」 と

称 したのですが、新 しい運動種目として新体操競

技 という名前でオリンピックで活躍する領域が発

展 し、これを通称 「新体操」と省略 して呼ぶよう

になったものですから、われわれの体操と混同さ

れた りして困っているのが実情なのです。私 もそ

ろそろ定年なので、体操の理論をまとめるように

と言われて、新 しい体操 ということで 「新体操論」

を書いているのですが、あ一新体操について書い

ていらっしゃるのですかと言われて、誤解されて

しまいます。体操 と混乱 しない もっと別な名前を

付けてくれたらよかったのにと思っているのです。

話を元に戻 します と、ボーデの理論 による新 し

い体操では、からだの中に一つの中心 を想定 して

動 きの源泉 として全身運動に移ると思われていま

すが、ボーデの本を読んで見 ます と、ボーデはか

らだの中心から動 きを起こす とは書いていないの

です。腰か らとか躯幹部か ら動 きを伝えた り、解

緊運動に導 くという表現を使っています。われわ

れの議論の中でも、それではからだの中心 という

のは重心のことなのか、中心というのはか らだの

何処にあるのかと追求して見ますと、曖昧な答え

しか返ってこないのです。ボーデの考えていた中

心 とは、読んで字の如 く心の中と理解することが

出来ます。「他律的な心のこもらない運動は トレー
ニングであって体操ではない」 と断言 しているよ

うに、物理的な重心 と違 う次元でとらえているの

です。

からだの中に一つの動 きの源泉 というものを想

定 して、それをまず先行させる。 この動 きがだん

だん末端の方に伝わって行 くといういわゆる 「伝

導の法則」 と、この動きが源泉部の動 きと時間的

なずれが生 じる 「位相ずれ」が起こるとボーデの

理論で述べています。 ところが皆 さんご承知の

ようにジャズ体操が出て参 りまして、全身が一つ

の動 きの源泉から有機的な全身運動 にまとめる

「全体性(全 身性)」 の原理 に対 して、動 きの源

泉 をからだの幾つかの部位 に分散 させて動 くとい

う、「多中心性(ポ リツェン トリク)」の理論が出

てきました。ポリッェントリクの動きは、練習の

内容 にもよるのですが、それぞれの部位が全体と

は関係なく孤立 して動 く(イ ゾラチオン)運 動形

態が開発 されてきました。 しかし、ジャズ体操の

動 きの練習は、全身とは関係なくからだの各部位

だけでも行われるという理論 と、やはり一つの有

機体 として関係 して動 くという両論があり、ジャ

ズ体操 ・ジャズダンスの領域で現在論争中です。

また、総ての動 きがからだの中心部か ら動 くので

はなくて、その逆の動きを行う可能性 も考えられ

ます。例えば、全身的な動 きをVTRで 撮影 し、

これを巻き戻 し方向で再現すると、末端部か ら発

した動きが中心部へ伝達するという動きになりま

す。これがまた面白い動 きとして発想の転換が生

まれますし、利用価値 も高いのです。

私 もボーデから直接教えを受け、弟子の端 くれ

として、先生の理論を受け継 ぎ発展 させたいと努

力 している者ですが、R.ボ ーデの息子であるW.
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ボーデは、以上のような理論は、R.ボ ーデの理

論 を否定するものではなく、これを基礎 とした発

展形と理解すべきであると言っています。ですか

らさっきのお話 しの中で誤解があったか もしれま

せんが、現在はそれ じゃなくなったというのでは

な くて、一つの理論 に限定するのではなくて、源

泉部の動きを伝 えない動きもあるし、新 しい動 き

が開発されているという意味で先ほど申し上げた

のです。

金井: あの、身体の動きが中心から外側っていう

ふうに、それが目に見えるようにやるっていうの

ではないのですけれども、まずだいたいダンスっ

ていうのは立ってますよね。立って踊っている場

合 に、足 とか、そのバランスの中心ですね、中心

部が しっか りしてなかったら何 もできないですね。

例 えば肩 に力が入った り、中心が崩れた りすると、

手 とか肩 とかに力が入っちゃうでしょ。ああいう

状態になったらまずい。本当に外側は力を抜いて
いて、いつもバランスが しっか りしている状態だ

と何 にでも対応できるっていうふうに解釈 してい

るんですよね。

板垣: 中心から動 くということなんですが、私は
一生の仕事の課題 として 「よい動 き」を研究 して

いろいろな分析を行った りしているのですが、例

えばさっき話題に出ました蛇動運動は、地面に接

している部分から動 きが伝わるのではないか、そ

うするとからだの中心部から動 きが起こるという

のではなくて、本当は足から膝に移るようになっ

て行 くので、動 きの伝わり方、力の源泉が腰の辺

りばかりでないという感 じが します。

金井:こ こら辺は私、猪飼道夫先生にお茶の水女

子大学時代に運動生理学で習ったのです。猪飼先

生は、私の身体が良 く解緊で きるのでいつ もモデ

ルに使われて、あの当時は筋電図を撮るのに針を

刺 したりして実験 していたんです。ある時、東京

オリンピックで有名な選手の筋電図を調べたらし

いんですね。そうしたら上手い人たちは全部中心

部から身体が外側に向いている、目で見てよく分

からない部分もあるけれども、中心部から緊張が

発動するっていうのは正しいよって言われた覚え

があ ります。

片岡: お話しが、身体の使い方の中心性 というこ

とに集中してお りますけれども、どうぞフロアー

の方からもご質問、ご意見をお願いいたします。

古井戸:先 程見せていただいたデモ ンス トレー

ションでも、上腕部だとか、手がプラプラする動

きを大変面白く見ていたんですけれども、また板

垣先生のお話 しで、姿勢というものが体操の中に

なくなってきている、ということを聞いてお りま

して、私も日本の古典というものを研究 してまし

て、これはゆゆ しい問題だなと、思ってお りまし

た。実は、自由にしなやかに動 くということと、

日本人はもう一つ動かないという、独特の美学を

持っていると思います。それから、伊沢先生ので

すが、動かない所 とぶらぶらする所、緊張 と解放

する所ですか、この二つが一緒になっているとこ

ろが、非常 に大きな魅力に感 じたのです。 ところ

で、今の体操の方ですと、基本の5原 則みたいな

中に、この動かないというケースがなかったよう

で大変びっ くりいたしました。 日本人がず一っと

守 り続けてきた動かないという動 きを、 どういう

ふうに教えたら良いんだろうか。それは多分モダ

ンダンスの中でも問題になってくる問題だと思う

んです。きれいに動 くということと、いかにきれ

いに静止するかということ。一つお聞 きしたいの

は、この動かないという日本人の特性が、果たし

て教育から最終的なスポーツ、あるいは芸術の最

先端の中にどう考えられているのか、 ということ

が聞きたいのです。僕は欲張 りなんで、 もう一つ

聞かせて下さい。 もう一つはどういうものかと申

します と、この動 きばっか り今出ていまして、例

えばしなやかに動 くとか、跳ねるとかいうな動き

の問題が出ていたと思うんですけれども、日本の

古典には西洋 とは違う動きの感覚があるんだと思

うんです。それはどういうものかと申しますと、

西洋の方では肉体には言語性があるんだ、という

ようなことを言われているんですけれども、日本

人はもっと全然別な言語を考えている。これは日

本人が肉体を考えだす時に、肉体は動きと共にも

う一つ、僕が しゃべっていますようにものを言う

肉体機能があるわけなんですね。ですから、日本

の舞踊は多分、これは能の曲舞あた りが一番最初

だろうと思うんですけれども、舞踊と、この言葉

というものが必ず結びついてくる。こういう独特

の舞踊観を持っているわけなんですね。ですから

例えば体操の中では、オイチニ ・オイチニ、と声

をかけますよね、あれを聞くと僕は、これは古い

と言われるかもしれませんけれども、大変、体操

的な要素を感 じて、例えばモダンダンスの中でオ

イチニ ・オイチニ、とやればこれは体操 じゃない

か、と言われるくらい非常にオイチニ ・オイチニ、

という言葉が動 きと結びついている。そうだとす

ると、日本人の体操 というのは無言でやるよりも、

もっといろいろな言葉を与えていった方が、肉体

が、あるいは言葉を失った瞬間に動 きが止まる、

静止 というような独特の日本人の動 きが勉強でき

るんじゃないかと思います。そのことはモダンダ

ンスでは邪道だと怒 られるかもしれませんけれど

も、秋山選手がやってきた時に、皆さんから手拍
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子が起きてきた。あれは手拍子 じゃな くて、ああ
いうラテン系のもので したら、掛かりますよね、

声が。あれが掛かったらもっと楽 しいんじゃない

だろうか。その辺の所もちょっと各先生方にお考

えをお聞かせ願いたいと思います。

加茂: 新体操の場合には、静止という言葉はルー
ルにあ ります。最初 と最後には静止をしなければ

ならない、ということで上手な選手になります と、

立ち方が非常に美 しいですし、演技 に入る前にそ

の立つ静止が完全に演技につながるわけです。青

旗が上がって、コールされて選手が入場する。で、

入場 してからポーズをとって、一瞬、問があって

音楽が流れるなり、自分が動 きだすな りして始ま

るわけなんでが、その間が待てない選手と、その

間で充分に自分の呼吸を整えて位置に入る選手と、

やはりベテランは入ってきてから演技が始まる前

にすでに演技の中に入っているわけですね。で、

終わりになります と、動 きと音楽が完全に一緒に

終わらなければならないというルールがあるわけ

ですから、それが終わらなかった場合はどっちも

減点が0.3あ るわけです。音楽が流れてしまった り、

身体がぴたっと止まらないで少 し動いてしまった

りしてしまいますと、0.3減 点。10点 満点で0.3減

点があると非常に大きいです。入場は0.2の 減点が

あり、後半では0.3の 減点があるということで、

両方 とも怠った場合で0.5の 減点で9.5し かとれな

いということですね。静止はポーズともなります

し、本当に静止が生きるような演技の仕方は訓練

によるものです。ですから静止という言葉は非常

に敏感に聞けますし、指導の中でも姿勢 というこ

とに対 して、うるさく言っています。

 静止の他 に、言葉 ということが出ていましたけ

れども、もちろん新体操の場合は演技の中で言葉

を発 したら減点です。それから演技をしながらの

発声はあ りませんけれども、指導の段階、あるい

は練習の段階では言葉にするということがあ りま

す。何の運動をやっているのか分からないような

選手がいます。実績の低い選手達は言葉にならな

い演技 をします。ですから言葉になるような所ま

ではっきりと、例えば回転を一回転半 して何 をす

る、投げてる間に2回 転 してキャッチ、というよ

うにず一っとつなげて、一つの ドラマのス トー

リーを書 くように練習することもします。新体操

の場合は、ほとんど用語がないに等 しいですけれ

ども、そういう面でい くら技術が高 くなっても、

言葉 と動きという難 しさは残っています。

金井 二表現の極致は動かないことだっていうこと

を思います。ただ動かないで じ一っとしているの

は非常に表現力のある人 じゃない と、で きない。

やっぱり落ち着かな くなっちゃうんですね。言葉

のことですけれども、中学生の男の子に 「キャッ

ッ」というミュージカルをやらせたんですね。猫

が踊る場面、偉そうに見えな くちゃいけないのに、

どうも腰抜けになっちゃうんですね。男の子は恥

ずかしいと言って、前の方にばあっと走って出な

くちゃいけないのに、何 となく表現力が足 りない。

じゃあね、うお一っと声を出しなさいよって、言 っ

たら、うお一ってお客に聞こえるような声で叫ん

で出て来たんです。すると演技がすごく自然なも

のになるのね。やっぱ り原始時代っていうのは声

と身体の動 きは一緒で、おっ、おっ、おっ、おっ

なんて身体を動かしていたのが、いちばん踊 りの

根本だし、歌の根本だと思 うんですね。だから言

葉は出 して も良い場合は、規則で駄 目な場合もあ

りますけれども、踊 りで も言葉を出してる人もず
いぶんいます。別に構わないんじゃないかと思い

ます。

田川: 私 の経験 か ら申 します。動 き、動 き、動

きっていう世界で育ってまい りまして、それから

創作の勉強を始めました。その頃の授業で創作を

指導したことがあ りまして、そのころ私 もまだ何

がモダンダンスなのか、まだ理解できないでいる

時だったものですから、その子の作品を見た時に、
いつ動 くんだろう、いつ動 くんだろう、と思って

眺めていた時がありました。そうしたら、こちら

がいい加減、あら、忘れて動かないのかしら、と

思い始める頃、少 しだけ動いたんです。だけど人

の目には映らないほどの動 きでした。でもその子

の作品は、それで終わりました。こちらがいつか、

いつか、という思いで眺めていたものですから非

常な緊張感で集中して、その子を見つめることが

できたわけです。それでふと、ああ、これが表現

力っていうものなんだなというふうに、私自身勉

強させられたのです。今、金井先生がおっしゃっ

たように、動かないっていうことは、非常に洗練

された行為だと理解 してお ります。例えば、武原

はんさんの踊 り、あの方は、能に比べるとまだ動

きが多い。日本舞踊との中間 くらいかなっていう

感覚で見てますけれども。やはりあれだけの空間

を支配し、しかも動かないで、緩やかに、あの見

事 さというのは舞踊の世界の動きなんだな、 とい

うように思います。体操 というのはあれはできな

い。舞踊の世界の最高のもの。そこで見せる動 き、

張 りつめさせる空気みたいなものが舞踊の持味な

んじゃないかと思います。

板垣: リズム体操の領域では、体操は動 きの教育

であるとしていますので、動かないという感覚は

ないのです。 しかし、体操 を大 きくとらえます と、
一番の基礎に健康がありまして、例えば身体形成

の中に不良姿勢の予防 ・矯正体操 として行われる
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ことがあ ります。その中で、特に静的姿勢 として

重視 しているのは骨盤の傾斜です。昔、軍隊姿勢

と呼ばれていたような腰椎の前轡を強調 した姿勢

は、骨盤の傾斜が大きくなり、これが習慣になる

とコミック系の芸能人がわざとやっているような

へっぴ り腰の歩き方になって しまうのです。従っ

て運動 をするときには、まず腰から動けとか、腰

を入れうなどと言います。腰が引けて骨盤の傾斜

が強い姿勢は、体操家からみるとどうして直さな

いのか、もっとすんな りした姿勢、すっきりと立っ

ていればいいのにと気になるのです。「ドイツ体

操」の第2番 目に挙げている目標に 「姿勢教育」

があ りますが、姿勢のとらえかたが解剖学的な配

列だけを考えるのではなく、総て動 きと結び付け

た内容 となっています。静的姿勢だけでな く動的

姿勢 を重視 しています。この動的姿勢 を学ぶため

に、静かでゆっくりした動きを練習の課題 として

います。普通の動 きを4倍 くらいの時間をかけた

スピー ドでや りますと、からだの位置関係や姿勢

(フォーム)、心が入る余裕というものが出て くる

のです。こういう姿勢教育の中で、静的な脊柱の

配列、骨盤の傾斜 と共に動的姿勢教育を重視 して

います。

片岡: さて、よろしいでしょうか。今一つ出まし

たけれども、他に関連でも、また違う内容でも結

構です。何かご質問 ・ご意見をどうぞ。

金井: さっき姿勢のことが出ましたけど、私が感

心 してるって言った本 「動 きの教育」というのに、

頭蓋骨を風船だと見立てる。ヘ リュウム入 りの風

船で、この風船は上に上がろうとする。頭蓋骨が、

頭が上に上がろうとしている。で、背骨はその下

についている紐だっていうふうに思って下さい、

そうすると、無駄な緊張がなくなって、真っす ぐ

な形になる。真っす ぐ立ちなさいというと、どう

しても鳩胸出っ尻になったり、どっか他のところ

が緊張 しちゃうっていうふうに、そんなふうに書

いてあ りました。

田川: わたしどもが伊沢から言われた時の姿勢っ

ていうのは、足の真裏にちゃんと重心 を乗せて立

つということです。踵に力を入れず、どこにも力

を入れちゃいけない。ただ、腰 をすっくとする。

腰骨がすっと起 きれば、ちゃんと腰骨の上に背骨

から順番 に首は乗 ってい く。だから左右 にも、前

後にも、どこの部分 にも、力を入れないで、腰だ

けをちょっと意識するように伸ばせば、それだけ

で きれいな姿勢 を とれ る、とい うこ とをお っ

しゃっておりました。

若松: あの、二つのことに賛成で きない という意

見を述べたいと思います。一つは精神優勢、もう
一つは心から伸びる、ということです。1点 目の精

神優勢っていうのは、わが家に犬がいるのですが、

お腹が一杯になりますと、すぐ眠 くな ります。人

間も不満がないとだいたい寝ています。甘いもの

を食べた時は表情は変らないけれど、酸っぱいも

のを食べた りした時は酸っぱい顔をします。つま

り不満な心がないと動かないことになる。動 きが

動きを生むという仕方がある。第2に 心から動 く

というようなことはあまり技法的根拠がない。つ

まりもっとプラクティカルに身体そのものを、身

体として動ききらなければならない側面を思 うわ

けです。具体的にやってもらえば一番明らかな実

例 を挙げたいと思います。え一と、2人 ほどダンス

の学生さん出てきて下さい。実験 しますんで、は

い、どなたか急いでお願い します。(出 てきた学

生さんたちに)ま ず集中しなさい。心からず一っ

と。こういうふうに心から伸びる意識を持ちます

と、胸から上が伸びる。私はただ伸びるっていう

のは、足首を伸ばせばいいって、言いたいんです。

だから心から伸びることばっかりが良いというよ

うに思わないし、多 くの場合、ただ静止すればい
いのに、心から静止するというような思想に、私

は異議を唱えています。

板垣: 若松先生とは同じ職場なので、 しょっちゅ

う意見をぶつけ合っています。今のお話 しですが、
いろいろな本を読んで見ますと立場の違いから反

対の見解が出てくるようです。体操では、手の先

まで神経を行き届かせるように動けとか、手を挙

げるにしてもただ挙げさえすればよいのではなく、

心をこめて挙げなければいけないなどと指導しま

す。これは自分の動きに対 して没頭することを念

頭に置いていますが、これに対 して動きを発表す

る場合には、相手の反応を冷静に見ていなければ

ならない。あ くまでクールになって、時には相手

の反応によって動 きを変えなくてはならないこと

もあ ります。動 きの中に没頭 したら周囲の状況が

分からな くなってしまうので、あくまで冷静でな

くてはならないという説 もあるのです。この点ダ

ンスの方から言うとどうなるでしょうか。

金井: 私は心からっていうのを、若松先生のおっ

しゃったようには捉えない。今のは立ち方を知 ら

ないからバ ランスが悪かった。だから、立った人

が悪いんです よ。心からというのは、精神的な、

表現的なことを言っているんです。 こういう言葉

があります。心は形を求める、形は心を進める。

つまり、精神はうれしい と思ったならば、ぱっと

こういうふ うに動 く。つまり形を求めるわけです。

で、形をぱっとやると、今度は心を進め、もっと

うれ しくなるっていう、言葉があるんですね。何
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か心に持 ったならば、それが形に表れる。それか

ら動かないということについてはですね、やっぱ

り相当身体訓練 した人が止まらないと様にならな
い。だから初めからじっとしている舞踊っていう

んじゃ、これは困るわけなんですよね。必死になっ

て身体訓練 していて、それで動かないんだという。

やっぱり訓練 した身体が動かないというのはきれ

いですね。ただ動かない表現 じゃなくて、その静

止がどんなふ うに次の動 きへの期待を抱かせるか、

というような緊張感 とか、それなんですよね。

若松: ただ日本ではね、やっぱ り儒教の影響なん

じゃないですか。

金井: あ、そうですね。私 も賛成です。

田川: 若松先生がかなり反対の意見を言ったわけ

が良 く分か ります。金井先生が心から入るという

のは、心からでも形か らで もどちらから入っても

良い、ということではないですか。そういう広い

意味では、要するに、どっちから入るにして も、

そこへ到達するまでに、すなわち形や心を分かる

までには、相当な熟練が必要だと思います。

片岡: まだまだ議論 を続けたいのですが、時間も

迫ってまいりましたので、まとめに入らな くては

な りません。

ダンスと体操の接点 を探る、ということで話が

大変広が り、深まってまい りました。皆様からい

ただきましたいろいろな話の中で、やは りダンス

と体操は、つまり身体を動かす、身体の基本的な

動 きという接点を有 し、そこから切 り開かれた「動

き」の世界が共通であり、影響 し合っているとい

うことです。そ してさらに、わたくしどもはダン

スと体操を通 して西洋の身体の使い方、身体技法

というものを身につけてきました。動的な動 き方、

連続性、律動性、自然性など、このような点を身

につけてきたと思います。そうした動き方はダン

スと体操は大変共通 している面がある、と思いま

した。しかし違うのは、ダンスの世界には闇の世

界があるということです。先程、不健康な世界、
ニヒリズム、とか出てお りましたけれども、メラ

ンコリックであった り、病的であった りという世

界を人間は抱え込んでいます。生きた人間の表現

であるダンスには闇がある。しかし体操にはない、

ということです。この他にも姿勢、静止など、日

本人とダンス ・体操を考えるためには欠かせない

視点 もい くつか提示されました。

限られた時間の中で充分に議論できませんでし

たので課題も残ってお りますが、様々な世界を吸

収 しながら新 しいものを目指 していくダンス、新

体操、体操の今後の基盤を確認で きたようにも思

います。

本 日はシンポジス トの先生方、ご参加の皆様方、

どうもあ りがとうございました。

*こ の原稿は記録テープをもとにして、このたび

新たに作成 したものです。(文責:片 岡康子)

*1987年 度秋季第24回 舞踊学会
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